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約５０００種の鉱物のうち、元素を発見した化学者たちの名前に由来する鉱物はど

のくらいあるのであろうか？表１は元素を発見した化学者の業績を讃えて鉱物名がつ

けられた鉱物１３種を、また表２は元素の科学の発展に貢献して、その業績を讃えて

鉱物名がつけられた鉱物４種をまとめた。それぞれの鉱物にはそれぞれ興味深い物

語が知られているが、表１の中から代表的な二つの鉱物を取り上げて以下に紹介し

よう。
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表１．鉱物名となった元素発見者
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＊１ カニッツァロは、アボガドロの考え方を再評価して、アボガドロの仮説（法則）とデュロ

ン＝プティの法則を組み合わせると、原子量、分子量を正確に計算できるとした。

＊２ ボアボードランは、高山技師サマルスキーが見つけた石から新元素を見つけ、彼の

業績を讃えてサマリウムと名づけた。

＊３ メンデレ－エフは、当時知られていた６３元素を用いて周期律と周期表を発見し、

新元素の発見を予測した。

リチウムを発見したアルフェドソンとアーヴェゾン閃石

ヨ ア ン・オーガ ス ト・アル フ ェ ド ソ ン

（１７９２－１８４１）（写 真１）は１７９２年 に

スウェーデンの裕福な家庭に生まれ、

１８０３年にウプサラ大学に入学した。

１８１２年に鉱山学の学位を得て、１８１４

年にストックホルムの王立鉱山局に入り、

書記官を務めた。２５歳のとき、ストックホ

ルムのカロリンスカ医科大学で教授をして

いた化学者であり医師であったイエンス・

ヤコブ・ベルセーリウス（１７７９－１８４８）

の下で化学分析の研究ができる機会を得

た。鉱石の灰柱石や白榴石の化学分析

やマンガンの酸化物について研究して新し

い成果を得た。マンガンの研究を終えたア

ルフェドソンに、ベルセーリウスはウーテ島

で発見されたペタル石（葉長石）（写真２）

を分析するテーマを与えた。分析を繰り返

し、この鉱物には未知の元素が含まれていると仮定すると化学組成をうまく説明でき

た。ベルセーリウスの助言を受けて、未知の元素はアルカリ金属元素であり、鉱物界
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表２．鉱物名になった化学者

写真１．ヨアン・オーガスト・アルフェドソン
（１７９２－１８４１）

（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｊｏｈａｎ_
Ａｕｇｕｓｔ_Ａｒｆｗｅｄｓｏｎ）

写真１．ヨアン・オーガスト・アルフェドソン
（１７９２－１８４１）

（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｊｏｈａｎ_
Ａｕｇｕｓｔ_Ａｒｆｗｅｄｓｏｎ）
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からはじめて発見されたため、ギリシャ語の

「石（ｌｉｔｈｏｓ）」にちなんで１８１７年に「リチウム

（Ｌｉ）」と名づけた。

元素の発見者は、慣習的にはアルフェドソ

ンとベルセーリウスのふたりとなるであろうが、

ベルセーリウスはアルフェドソンひとりの名前で

発表させた。ベルーリウスの若人への敬愛と

心の広さが感じられる。ペタル石の化学組成

はＬｉＡｌ（Ｓｉ２Ｏ５）２とわかり、アルフェドソンはその

後リシア輝石やリシア雲母からもリチウムを発

見した。１，２）

１８２３年にイギリスの鉱物学者ヘンリー・ジ

ェイムズ・ブルック（１７７１－１８５７）は、グリー

ンランドから見つけた新鉱物に、アルフェドソン

が鉱物学にもたらした貢献を讃えて「アー

ヴェゾン閃石（ａｒｆｖｅｄｓｏｎｉｔｅ）」（写真３）と名

付けた。この鉱物は、暗緑色、板状の結晶で

ＮａＮａ２（Ｆｅ２＋
４Ｆｅ３＋）Ｓｉ８Ｏ２２（ＯＨ）２の化学組

成をもつ角閃石の一種である。
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写真２．ペタル石
（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｐｅｔａｌｉｔｅ）

写真２．ペタル石
（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｐｅｔａｌｉｔｅ）

写真３．アーヴェゾン閃石
（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ａｒｆｖｅｄｓｏｎｉｔｅ）

写真３．アーヴェゾン閃石
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